
令和5年度（2023年度）LINEでフレイルチェック 調査結果

①フレイルチェック（25項目）
の結果
25％が「7個以上（フレイル
かもしれない状態）」、
29％が「4～6個以上（フレ
イルの兆候）

全年代

③認知症リスク因子※2

があることの認知度
19％が「知っている」

②フレイルの認知度
32％が「言葉も内
容も知っている」

④ヒアリングフレイ
ル※3の認知度
15％が「言葉も内容
も知っている」

50％以上の人が「フレイル※1かもしれない状態」、
または「フレイルの兆候あり」

※1 健康な状態と介護が必要にな
る状態の中間のことを意味し
ます。

※2 自分で改善できるものとして、
運動不足、不健康な食事、糖
尿病、難聴など12のリスクが
あげられます。

※3 聴覚機能の衰えのことで、人
との交流や会話の機会の減少
につながり、ひいては認知症
やうつ病のリスクを高めます。
難聴は中年期からの認知症の
リスク因子です。


